
年 11 月 12 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

＜目的＞

＜成果＞

令和7年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

連携先企業（担当者） 株式会社エネチタ 沖山 光明

エネチタ本社内に設置されたエコステーションにおいて、エネチタ
社員様の指導のもと、今まで施設外就労先にて取り扱っていない使
用済み機材や家電の解体作業、金属・プラスチック・発泡スチロー
ル等の素材ごとの分別、ならびに再資源化に向けた加工方法につい
て学びました。

【課題点】
一部の利用者で作業スピードや体力面に個人差があり、集中力
維持や作業理解の定着に継続的な支援が必要。

令和7

＜実施した利用者の知識・能力向上に係る実施の概要＞

活動場所:エネチタ本社

実施日程:令和7年9月25日(木)

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 Tulip Care 事業所番号 2318900350

住 所 愛知県知多市新知字大内38-1 竹内ビル2階 管理者名 原田 和久

電話番号 080-7162-8886 対象年度

「実際に工具や機械を使って作業するのが楽しかった」
「分別や解体の方法を教えてもらい、仕事のやり方がよくわかった」
「社員さんと一緒に作業することで、自分もできることが増えたと感じた」
「安全に気をつけながら作業することの大切さを学べた」

【連携した結果に対する意見または評価】
利用者は指示をよく聞き、丁寧に作業を行っており、安全面への配慮もできていた。
作業手順の理解も早く、真面目に取り組む姿勢が評価できる。
今後も継続的な受け入れを通じて、安定した作業力の向上が期待できる。

 【今後の連携強化に向けた課題】
作業内容の幅を広げるため、事業所・企業間での情報共有を密にし、利用者の特性に応じた配置や指導方法を検討する必要があ
る。
また、安全教育や品質管理の観点から、定期的なフィードバックや合同ミーティングの機会を設け、連携体制の強化を図る。

利用者からの意見・評価

連携先の企業や事業所等の意見または評価

利用者数:4名

エネチタ本社エコステーションでの作業を通じて、利用者が実際の
企業環境におけるリサイクル業務の流れを理解し、工具の扱い方や
安全管理、素材ごとの分別知識など、実務に直結するスキルを身に
つけることを目的としています。
また、社員様から直接指導を受けることで、企業との関わり方や
報連相の基本姿勢を学び、一般就労を見据えた職業意識と責任感を
育成することをねらいとしています。

＜利用者にとってのメリット＞
・実際の企業現場での作業経験を積み、実践的な知識・技術を
 身につける事ができる。
・工具や機械の取り扱いに慣れ、安全意識が高まる。
・社員との協働を通じて、社会的マナーやコミュニケーション
 能力を向上できる。
・分別やリサイクルの仕組みを学ぶことで、環境への理解や社会
 貢献意識が育つ。
・継続的な作業を通じて集中力・持続力が養われ、就労継続への
 自信がつく。

【実施した結果】

エネチタ社員の指導のもと、解体・分別・再資源化の一連の工程を
理解し、安全で効率的な作業手順を習得できた。

【得られた成果】

作業精度やスピードの向上が見られ、報連相やチームワークの
意識が高まった。
職業的自立に向けた意欲の向上も確認された。

様式２


